第１９章　教育
学校の概況
　大阪府における状況を学校基本調査(昭和55年5月1日現在調べ)からみると、学校数は前年より66校増加して3,115校となった。この増加を学校種別にみると幼稚園12園、小学校18校、中学校16校、高等学校11校、養護学校1校、専修学校16校で、逆に各種学校が8校減少した。
幼稚園
　幼稚園数は前年に比べ12園(公立)増加し929園(本園923園、分園6園)となった。園児数は逆に1万762人減少し19万3,896人となった。これは、昭和53年の1,286人の減少に比べ8.4倍近い減少である。また、就園率(幼稚園修了者数を小学校1年児童数で割る)は前年より0.1ポイント減少の79.0パーセントとなった。本務教員は、121人減少の7,852人となり、本務教員1人当たりの園児数は24.7人(前年25.7人)となった。
小学校
　学校数は、前年に比べ18校増の1,002校で､これはすべて公立学校の増加である。児童数は前年より8,821人増(対前年増加率1.0パーセント)で92万1,519人となった。本務教員数は３万2,894人で、前年より530人増加した。また、本務教員１人当たりの児童数は前年に比べ0.2人減の28.0人となった。
中学校
　学校数は16校(公立)増加し457校となった。　生徒数は前年に比べ1万2,576人増(対前年増加率3.4パーセント)の38万6,590人となった。また，本務教員数は518人増加して1万7,863人となった。本務教員１人当たりの生徒数は，前年と同じく21.6人である。
高等学校
　学校数は公立10校、私立1校がそれぞれ増加し、259校となった。生徒数は前年に比べ1万8,329人(国立6人、公立1万6,017人、私立5,074人)増加し、33万1,865人となった。また、教員数(本務者)も690人増え1万6,472人となり、本務教員1人当たりの生徒数は20.1人と前年より0.2人増加した。
　本科の学科別生徒数の内訳をみると普通科26万7,156人(構成比80.5パーセント)、工業科3万1,726人(同9.6パーセント)､商業科2万5,679人(同7.7パーセント)、家庭科2,253人(同0.7パーセント)、農業科1,829人(同0.6パーセント)、厚生科488人(同0.1パーセント)、その他2,734人(同0.8パーセント)となっており、在学者総数に占める普通科の割合は、本年ついに80パーセントを占めるに至った。
盲・聾・養護学校
盲・聾・養護学校の学校数は養護学校が１校増加し､35校になった。児童・生徒数も170人増加し5,905人となった。本務教員数も101人(盲学校7人減、聾学校1人増、養護学校107人増)増え、2,006人となった。
専修学校
　学校数は16校(私立)増の146校となった。生徒数も2,344人増加し4万38人となった。また、本務教員数も315人増の1,609人となり、本務教員1人当たりの生徒数は前年より4.2人減の24.9人となった。
各種学校
　学校数は、8校減の210校となり、生徒数は6,998人の減少で、5万1,683人となった。本務教員数は1,326人で前年に比べ216人の減少である。また本務教員1人当たりの生徒数は0.9人増加の39.0人となった。
卒業後の進路状況
　中学校卒業者数は、前年に比べ9,926人増(対前年増加率8.5パーセント)の12万6,803人となった。　これを進路別にみると、進学者は11万8,104人(構成比93.1パーセント)、教育訓練機関等入学者3,909人(同3.1パーセント)、就職者4,006人(同3.2パーセント)､無業者、死亡・不詳784人(同0.6パーセント)となっている。
　高等学校卒業者数は前年に比べ2,696人増(対前年増加率3.0パーセント)の9万3,114人となった。これを進路別にみると、進学者は3万6,240人(構成比38.9パーセント)で、前年に比べ1,339人の増加である。教育訓練機関等入学者は2万815人(同22.4パーセント)で、前年に比べ1,334人増、就職者は3万126人(同32.4パーセント)で1,062人増、無業者、死亡・不詳は5,933人(同6.4パーセント)で、1,039人減となっている。就職者(進学者、教育訓練機関等入学者のうち就職している者を含む)の状況をみると3万787人で､前年に比べ1,083人の増加である。これを産業別にみると最も多いのが卸売業、小売業9,984人(構成比32.4パーセント)､次いで製造業9,386人(同30.5パーセント)となっており、この2業種で全体の62.9パーセントを占めている。以下、金融・保険業3,665人(同11.9パーセント)、サービス業2,758人(同9.0パーセント)、公務1,286人(同4.2パーセント)、建設業1,208人(同3.9パーセント)等となっている。また、職業別では、事務従事者1万3,334人(構成比43.3パーセント)、次いで技能工・生産工程作業者7,292人(同23.7パーセント)、販売従事者5,486人(同17.8パーセント)､サービス職業従事者1,485人(同4.8パーセント)、専門的・技術的職業従事者1,248人(同4.1パーセント)等となっている。なお、大学、短期大学への進学率は51年以降低下を続けていたが本年は38.9パーセントと前年を0.3ポイント上回った。
